
  

                           

予
算
要
望
に
関
す
る
懇
談
会
会
報
告 

都
連
副
会
長 

轡
田 

英
夫 

日
時 

２
０
２
４
年
９
月
２
日 

場
所 

東
京
都
第
二
庁
舎
３１
階
会
議
室 

参
加
者 

都
側 

福
祉
局
、
教
育
庁
計
９
名 

つ
く
し
会
側 

都
連
５
名 

単
会
10
名 

 

コ
ロ
ナ
禍
が
い
く
ら
か
収
ま
っ
て
き
た

の
で
、
今
年
は
以
前
の
よ
う
に
単
会
か
ら

の
参
加
者
を
募
り
ま
し
た
。 

つ
く
し
会
が
都
に
対
し
て
先
に
要
望
し

た
７
項
目
に
対
し
都
側
が
ま
ず
そ
の
回
答

を
い
た
し
ま
し
た
。
以
下
つ
く
し
会
の
要

望
項
目
に
対
し
て
の
質
問
と
都
側
の
回
答

で
す
。 

【
一
】
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
の
充
実 

<

回
答> 

三
か
所
の
精
神
保
健
セ
ン
タ
ー

で
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
を
行
っ
て
い
る
。 

区
市
町
村
に
対
し
て
包
括
支
援
事
業
の
メ

ニ
ュ
ー
で
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
を
支
援
し

て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事

業
が
６
か
月
で
終
了
す
る
と
は
限
ら
な
い
。 

(

質
問)

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
実
施
区
市
町
で

１４
が
区
で
、
市
が
１
で
変
わ
り
は
な
い
か

セ
ン
タ
ー
で
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
の
令

和
４
年
度
の
実
数
は
？
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
期

間
が
６
か
月
で
の
終
了
で
は
短
す
ぎ
る
。 

<

回
答>

令
和
４
年
で
実
数
７５
名
で
あ
る 

【
二
】
精
神
科
医
療
の
充
実 

<

回
答> 

身
体
合
併
症
を
発
症
し
た
患
者

は
治
療
で
き
る
よ
う
受
け
入
れ
て
い
る
。

一
般
科
病
院
と
精
神
科
病
院
の
地
域
連
携

を
進
め
て
い
る
。
透
析
医
療
機
関
に
つ
い

て
も
患
者
を
受
け
入
れ
る
よ
う
指
導
し
て

い
る
。 

〈
質
問
〉
透
析
の
治
療
に
つ
い
て
、
今
年

度
か
ら
都
が
看
護
師
等
の
派
遣
で
補
助
金

を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
が
実
績
は
？
滝
山

病
院
や
療
養
型
病
院
か
ら
の
受
入
は
？ 

〈
回
答
〉
病
院
が
申
請
す
る
制
度
で
、
全

精
神
科
病
院
に
通
知
し
て
い
る
が
今
の
と

こ
ろ
一
件
も
な
い
。
都
立
病
院
の
受
入
れ

は
医
療
保
健
局
の
所
管
で
不
明
で
あ
る
。 

【
三
】
精
神
科
夜
間
休
日
救
急
診
療 

〈
回
答
〉
区
部
と
多
摩
の
２
圏
域
で
対
応

し
て
い
る
。
救
急
患
者
の
移
送
に
つ
い
て

は
法
令
に
基
づ
き
適
切
に
対
応
し
て
い
る
。

基
本
的
に
は
「
ひ
ま
わ
り
」
を
通
し
て
、

２４
時
間
３６５
日
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。 

〈
要
望
〉
現
実
と
し
て
移
送
は
民
間
業
者

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
く
多
額
の
費
用
が
か

か
る
。
補
助
を
お
願
い
し
た
い
。 

〈
要
望
〉「
ひ
ま
わ
り
」
の
実
態
が
制
度
と

異
な
っ
て
い
る
。
改
善
を
要
求
す
る
。 

【
四
】
思
春
期
に
お
け
る
早
期
発
見 

〈
回
答
〉
中
学
校
の
保
健
の
授
業
「
心
の

健
康
」
の
中
で
生
徒
が
理
解
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
る
。
研
修
に
つ
い
て
は
、
教
職

員
研
修
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
。
啓
発

事
業
と
し
て
「
障
害
者
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
を

新
た
に
実
施
し
た
。
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
は
全
公
立
学
校
に
配
置
し
日
数
を

３５
日
か
ら
３８
日
に
増
や
し
た
。 

〈
要
望
〉
週
一
回
で
は
少
な
い
。
次
は
一

週
間
後
と
な
る
。
常
勤
を
要
望
す
る
。 

【
五
】 

福
祉
手
当
に
つ
い
て 

〈
回
答
〉
所
得
補
償
は
国
の
役
割
で
あ
る

の
で
支
給
し
な
い
。 

〈
要
望
〉
都
は
０
才
か
ら
１８
才
ま
で
月
五

千
円
を
支
給
し
て
い
る
。
こ
れ
は
所
得
補

償
で
あ
る
。
全
都
に
福
祉
手
当
の
支
給
を

要
望
す
る
。 

【
六
】 

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

適
用
拡
大
に
つ
い
て 

〈
回
答
〉
現
行
は
一
級
の
み
で
二
級
へ
の 

拡
大
は
考
え
て
い
な
い
。 

〈
要
望
〉
経
済
的
な
面
で
医
療
に
か
か
れ

な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
医
療
費
助
成

の
拡
大
を
強
く
要
望
す
る
。 

【
七
】 

家
族
会
活
動
へ
の
支
援 

〈
回
答
〉
施
設
を
貸
す
こ
と
は
空
い
て
い

る
施
設
が
な
い
の
で
無
理
で
あ
り
、
家
賃

補
助
に
つ
い
て
も
困
難
で
あ
る
。
家
族
相

談
員
は
、
行
政
の
方
で
対
応
し
て
い
る
。 

〈
要
望
〉
事
務
所
維
持
の
た
め
の
費
用
が

高
額
で
あ
る
。
家
賃
補
助
を
お
願
い
す
る
。 
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多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
「
家
族
相
談
養
成
講
座
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

都
連
理
事 

安
藤 

万
寿
代 

日
時 
８
月
３１
日(

土)

１０
時
～
１２
時 

場
所 
府
中
市
立
片
町
文
化
セ
ン
タ
ー 

講
師 

西
村
由
紀
氏(

特
定
非
営
利
活
動
法
人
メ
ン

タ
ル
ケ
ア
協
議
会
副
理
事
長
・
精
神
保
健
福
祉
士) 

 
 
(

参
加
者
２５
名)

 

※
事
例(

１)
 
 
 
 
 
 
 
(

府
中
・
梅
の
木
会) 

「
人
格
障
害
は
治
ら
な
い
と
言
う
世
間
の
噓
」 

人
格
障
害
の
娘
を
持
つ
親
御
さ
ん
か
ら
の
相
談
で
、

娘
さ
ん
の
生
活
に
大
変
な
困
難
が
あ
り
、
彼
女
の
興

奮
を
治
め
る
為
に
、
お
母
様
と
は
距
離
を
取
り
ま
し

た
。
二
年
後
、
彼
女
と
会
う
と
以
前
の
様
に
荒
っ
ぽ

さ
が
な
く
、
穏
や
か
で
優
し
い
言
葉
使
い
に
な
り
、

聞
く
所
に
よ
る
と
彼
女
は
、
仏
教
を
学
ん
だ
そ
う
で

す
。
ど
の
様
な
病
で
も
環
境
の
変
化
で
治
る
と
実
感

し
ま
し
た
。 

・
会
場
か
ら
の
お
話
・
・
お
母
様
と
娘
さ
ん
の
、
距

離
を
置
く
の
は
良
か
っ
た
で
す
。
自
分
の
話
ば
か
り

す
る
の
は
自
己
愛
性
人
格
障
害
と
思
い
ま
す
。
当
事

者
に
よ
っ
て
、
家
族
が
つ
ぶ
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い

で
す
。 

・
西
村
先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
・
・「
人
格
障
害
」
と

「
発
達
障
害
」
の
区
別
が
付
か
な
い
「
境
界
性
人
格

障
害
」
も
あ
り
ま
す
。
主
治
医
の
先
生
は
「
人
格
障

害
」
で
は
障
害
手
帳
や
障
害
年
金
が
い
た
だ
け
な
い

の
で
、
本
人
の
為
に
な
る
様
に
別
名
を
付
け
て
い
ま

す
。
き
め
細
か
な
支
援
体
制
が
必
要
で
す
。 

※
事
例(

２)
 
 
 
 
 
 
 

(

西
東
京
・
小
鳩
会) 

 
 
 

 
 
 

「
娘
を
転
院
さ
せ
た
い
が
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」 

娘
は
統
合
失
調
症
で
３
回
入
退
院
を
繰
り
返
し
、
今
、

４
回
目
の
入
院
。
入
院
の
度
に
、
薬
の
量
が
多
く
な

り
状
態
も
悪
く
、
転
院
を
考
え
て
い
ま
す
。 

・
会
場
か
ら
の
お
話
・
・
先
ず
は
、
本
人
の
希
望
が

大
事
で
す
。
他
の
病
院
へ
行
っ
て
、
良
く
な
っ
た
事

例
も
あ
り
ま
す
。 

・
西
村
先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
・
・
病
院
の
先
生
の

考
え
や
見
方
が
一
人
ひ
と
り
違
う
の
で
、
納
得
で
き

る
ま
で
病
院
を
探
し
、
病
院
と
の
繋
が
り
を
持
つ
事

が
大
事
で
す
。
環
境
の
変
化
で
病
気
が
悪
化
す
る
事

も
あ
り
、
慢
性
疾
患
は
適
切
な
治
療
が
必
要
で
す
。 

 
23
区
ブ
ロ
ッ
ク
「
家
族
相
談
員
養
成
講
座
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

都
連
副
会
長 

本
田 

道
子 

 

９
月
３
連
休
の
真
ん
中
の
日
曜
日
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
参
加
で
頭
が
下
が
り
ま
す
。 

こ
の
日
も
ま
だ
ま
だ
暑
い
夏
の
つ
づ
き
で
汗
が
ふ

き
で
る
中
で
の
東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館
へ
の
到

着
で
す
。 

本
日
も
講
師
は
「
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
協
議
会
」
の
西
村

氏
に
お
願
い
を
い
た
し
ま
し
た
。 

西
村
氏
ご
自
身
も
そ
の
日
の
午
後
は
相
談
員
と
し

て
の
研
修
に
参
加
な
さ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

相
談
の
奥
の
深
さ
、
を
思
い
ま
す
。 

本
日
の
ケ
ー
ス
は
２
例
で
す
。 

最
初
は
現
在
入
院
中
で
退
院
先
に
つ
い
て
。 

家
族
は
本
人
の
暴
力
も
あ
る
こ
と
か
ら
自
宅
以
外

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
希
望
。 

す
で
に
相
談
支
援
事
業
所
に
も
相
談
し
て
い
る
。 

何
件
か
の
候
補
の
中
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
選
べ

ば
よ
い
の
か
、
と
い
う
本
人
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
問

題
で
す
。
現
在
も
進
行
中
の
ケ
ー
ス
で
既
に
受
け
入

れ
先
は
ほ
ぼ
決
定
し
て
い
る
、
と
の
こ
と
。
検
討
し

て
ゆ
く
中
で
現
状
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
実
情
に

つ
い
て
た
く
さ
ん
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

「
住
ま
い
と
ケ
ア
」
は
重
要
で
緊
急
な
課
題
で
す
。 

特
に
精
神
障
が
い
の
特
性
か
ら
世
話
人
の
質
は
病

の
進
行
と
は
切
り
離
せ
ま
せ
ん
か
ら
。 

 

２
件
目
の
ケ
ー
ス
は 

今
ま
で
の
親
と
し
て
の
自
身
の
対
応
に
つ
い
て
の

考
察
の
レ
ポ
ー
ト
が
あ
り
、
講
師
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

を
い
た
だ
き
た
い
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。 

西
村
先
生
か
ら
は
し
っ
か
り
と
対
応
が
な
さ
れ
て

い
て
、
先
生
ご
自
身
も
参
考
に
し
た
い
、
と
の
こ
と
。 

私
が
先
生
の
こ
と
ば
の
中
で
印
象
に
残
っ
た
の
は

「
他
人
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
の
で
本
人
が

変
わ
る
こ
と
で
す
ね
」 

人
間
関
係
の
鉄
則
な
が
ら
、
改
善
の
最
良
の
法
則
。 

み
な
さ
ま
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

２

 



本
年
度
第
一
回
多
摩
・
23
区
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

都
連
理
事 

寺
澤 

元
一 

 
本
年
度
第
一
回
の
多
摩
、
23
区
の
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

多
摩
：
８
月
31
日
、
府
中
市
立
片
町
文
化
セ
ン
タ

ー
、
17
単
会 
計
27
名 

23
区
：
９
月
15
日
、
東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館
、

15
単
会 

計
25
名 

会
議
で
は
、
活
発
な
意
見
交
換
と
温
か
い
懇
親

が
行
わ
れ
、
有
益
で
楽
し
い
語
ら
い
の
場
と
な
り

ま
し
た
。
皆
様
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
特

に
、
府
中
梅
の
木
会
様
に
は
、
い
つ
も
多
摩
地
区
で

の
会
場
設
営
に
御
協
力
い
た
だ
き
、
感
謝
し
ま
す
。 

 

先
ず
、
両
会
議
で
の
都
連
側
の
主
な
報
告
事
項

を
紹
介
し
ま
す
。 

令
和
七
年
度
東
京
都
予
算
要
望 

冒
頭
、
眞
壁
会
長
か
ら
挨
拶
と
と
も
に
、
令
和
七

年
度
に
向
け
た
東
京
都
へ
の
予
算
要
望
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
の
実
施
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
い
ま
だ

残
暑
き
び
し
い
８
月
27
日
か
ら
９
月
２
日
に
か
け

て
、
東
京
都
、
都
議
会
各
会
派
と
の
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
都
連
メ
ン
バ
ー
に
加
え
て
、
い
く
つ
か

の
単
会
か
ら
も
参
加
者
を
得
て
、
活
発
に
ご
発
言

い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
都
に
対
し
、
家
族
会
の
思
い

を
強
く
印
象
付
け
た
こ
と
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

東
京
都
の
回
答
に
は
、
一
部
な
が
ら
改
善
を
う
か

が
わ
せ
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
実
効
性
が
あ

る
の
か
否
か
吟
味
し
、
引
き
続
き
各
単
会
と
と
も

に
要
請
し
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

滝
山
病
院 

都
連
側
か
ら
の
報
告
と
し
て
、
①
滝
山
病
院
か

ら
の
転
院
を
希
望
し
て
い
る
患
者
を
受
け
入
れ
た

病
院
は
、
都
内
の
民
間
86
病
院
の
う
ち
未
だ
数
病

院
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
20
数
名
が
残
留
し
て
い

る
、
②
８
月
末
に
理
事
長
・
院
長
が
辞
任
し
、
後
継

体
制
に
つ
い
て
は
、
医
療
法
人
と
し
て
の
孝
山
会

は
残
り
病
院
機
能
は
残
る
、
③
法
人
を
買
収
し
た

出
資
社
は
医
療
業
界
と
は
関
係
な
い
が
、
経
営
の

合
理
化
を
図
る
可
能
性
が
あ
る
、
④
新
院
長
に
は
、

元
東
京
医
科
大
学
八
王
子
医
療
セ
ン
タ
ー
長
が
就

任
し
た
こ
と
等
を
説
明
し
ま
し
た
。 

 
み
ん
な
ね
っ
と
北
海
道
大
会 

大
会
へ
の
参
加
者
数
は
、
い
ま
だ
少
な
い
た
め
、

皆
様
の
積
極
的
な
参
加
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
申
し

込
み
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
電
話
で
も
受
け
付
け

が
可
能
。Zo

o
m

参
加
も
含
め
、
後
日
のY

o
u
t
u
be

配

信
も
視
聴
で
き
る
そ
う
で
す
。
基
調
講
演
は
向
谷

地
べ
て
る
の
家
理
事
長
が
当
事
者
家
族
の
経
験
の

可
能
性
に
つ
い
て
、
伊
藤
淑
徳
大
学
准
教
授
が
家

族
会
の
可
能
性
に
つ
い
て
お
話
し
に
な
り
ま
す
。

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

各
単
会
か
ら
の
報
告 

 

い
ず
こ
の
単
会
か
ら
も
、
共
通
す
る
課
題
と
し

て
、
会
員
の
高
齢
化
と
減
少
、
役
員
の
な
り
手
不
足
、

活
動
資
金
と
事
務
局
体
制
の
窮
状
に
つ
い
て
訴
え

が
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
そ
の
中
で
も
、
各
会
が
創

意
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、
講
演
会
や
家
族
相
談

会
等
の
様
々
な
活
動
を
地
道
に
続
け
て
い
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
各
単
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

市
区
町
村
に
対
し
独
自
に
予
算
要
望
（
福
祉
手
当

や
活
動
補
助
金
等
）
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
や
は

り
各
自
治
体
と
も
に
都
か
ら
の
補
助
金
に
依
存
し

て
い
る
た
め
、
今
後
と
も
各
単
会
と
都
連
が
結
束

し
て
、
都
に
働
き
か
け
て
い
く
必
要
性
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
は
、

報
道
で
は
接
し
な
い
情
報
も
得
ら
れ
た
と
の
感
想

も
あ
り
ま
し
た
。 

 

賛
助
会
員
の
募
集 

最
後
に
眞
壁
会
長
か
ら
結
び
に
代
え
て
、
各
単

会
に
対
し
、
「
東
京
つ
く
し
会
賛
助
会
員
入
会
の
お

願
い
」
、
払
込
取
扱
票
、
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
セ

ッ
ト
を
席
上
に
配
布
し
た
上
で
、
都
連
の
資
金
強

化
が
各
単
会
へ
の
活
動
支
援
に
も
つ
な
が
る
た
め
、

会
員
家
族
の
か
か
り
つ
け
の
病
院
、
ク
リ
ニ
ッ
ク

に
賛
助
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
働
き
か

け
に
つ
い
て
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

３ 



☆

賛
助
会
費

☆

榎
本
ク
リ
ニ
ッ
ク

５
０
０
０
円

匿
名
希
望 

 
 

２
０
０
０
円

匿
名
希
望

２
０
０
０
円 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 
 ☆

講

演

会

の

お

知

ら

せ

☆

○
み
ん
な
で
や
ろ
う
家
族
Ｓ
Ｓ
Ｔ

日
時 

11
月
２
日
（
土
）
午
後
１
時
半
～
４
時

講
師

高
森 

信
子
先
生 

会
場

二
幸
産
業･

Ｎ
Ｓ
Ｐ
健
幸
福
祉
プ
ラ
ザ

６
階
集
会
室 

申
込
不
要 

参
加
費
無
料

主
催

サ
ン
ク
ラ
ブ
多
摩
☎0

4
2
-
3
7
1
-
33
8
0 

 

○
家
族
セ
ミ
ナ
ー
①
精
神
科
医
師
の
お
話

日
時 

11
月
３
日(

土)

13
時
半
～
15
時
半

講
師

周
愛
巣
鴨
ク
リ
ニ
ッ
ク
花
田
照
久
医
師

○
家
族
セ
ミ
ナ
ー
②
散
歩
で
発
見
「
減
災
の
秘
訣
」

日
時 

11
月
17
日(

日)

13
時
半
～
15
時
半 

講
師

根
津

力
三
氏

会
場

ス
マ
イ
ル
な
か
の
３
階
Ａ
・
Ｂ
会
議
室

共
催

た
ん
ぽ
ぽ
会
（
中
野
精
神
障
害
者
家
族

会
）
・
中
野
区
地
域
支
え
合
い
推
進
部 

参
加
費
無
料 

予
約
制
先
着
40
名 

申
込
・
問
合
せ 

中
野
区
中
部
す
こ
や
か
福
祉

セ
ン
タ
ー 

☎0
3
-3
3
6
7
-
778

8

 

○
“
超
短
時
間
雇
用
”
ご
存
じ
で
す
か
？

日
時 

11
月
５
日
（
火
）
13
時
半
～
16
時

講
師

東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

教
授 

近
藤
武
夫
先
生 

会
場

阿
佐
ヶ
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー 

主
催

杉
並
家
族
会 

 

☎0
9
0
-
4
5
35
-
9
6
6
3 

0
8
0
-10

0
4
-
1
1
9
7

金
曜
日

0
8
0
-
77
1
6
-
8
828

参
加
費 

一
般
の
方
３
０
０
円
、
会
員
無
料

 

○
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
を
考
え
る

日
時 

11
月
７
日(

木)

10
時
～
12
時

講
師

精
神
科
医 

遠
藤
季
哉
先
生

 
 

 

（
東
京
さ
つ
き
ホ
ス
ピ
タ
ル

副
院
長
）

会
場

稲
城
市
地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階 

大
会
議
室 

参
加
費
無
料

申
込
不
要

主
催

稲
穂
会
（
稲
城
市
精
神
障
が
い
者
家
族
会
）

問
合
せ 

高
野
☎09

0
-
9
2
43-

2
6
4
4 

 
 

丹
治
☎08

0
-
4
3
70-

3
5
1
6

○
も
し
も
事
件
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
ら
、

事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
ら
。 

日
時 

11
月
16
日
（
土
）
午
後
１
時
半
～
４
時
半

講
師

三
森

敏
明
氏

（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
三
森
法
律

事
務
所
所
長
・
弁
護
士
） 

会
場

文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
４
階

シ
ル
バ
ー
ホ
ー
ル 

申
込

文
京
区
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

 
 

 

☎03
-
5
9
4
0-
2
9
0
3 

○
そ
も
そ
も
心
の
病
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

日
時 

11
月
24
日
（
日
）
午
後
２
時
～
４
時
半

講
師

福
井

里
江
氏
（
東
京
学
芸
大
学
教
授
）

 
 

 

村
松 

秀
樹
氏
（
経
験
専
門
家
） 

会
場

都
立
多
摩
図
書
館
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
Ａ

主
催

国
分
寺
あ
ゆ
み
会 

 

先
着
１
０
０
名

問
合
せ 

☎0
8
0
-
11
2
3
-
2
502

 

要
予
約 

 
 

予
約
は
問
合
せ
先
に
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル

朝
、
目
を
覚
ま
す
、
さ
て
今
日
の
一
番
の
仕
事
、

我
が
家
の
も
う
一
人
の
ご
主
人
、
ワ
ン
ち
ゃ
ん
の

散
歩
に
、
名
前
は
【
セ
セ
】
種
類
は
パ
グ
“
、
我

が
家
に
き
て
す
で
に
13
年
、
14
歳
に
な
り
ま
す
。

来
た
と
き
は
全
身
黒
色
で
し
た
が
、
今
や
足
首
は

真
っ
白
に
、
お
顔
も
白
っ
ぽ
い
こ
と
、
セ
セ
の
お

や
つ
と
、
猫
の
黒
の
お
や
つ
、
２
種
類
の
お
や
つ

を
バ
ッ
ク
に
い
れ
て
、
散
歩
で
す
、
予
定
は
１
時

間
程
度
で
す
。
猫
の
黒
は
元
は
家
庭
猫
で
、
首
に

保
健
所
の
札
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
あ
り
ま

せ
ん
。
人
付
き
合
い
の
う
ま
い
黒
で
す
。
散
歩
し

な
が
ら
、
雑
誌
「
み
ん
な
ね
っ
と
」
の
記
事
を
思

い
だ
し
ま
す
。
そ
れ
は
「
日
本
の
統
合
失
調
症
の

世
界
に
も
、
黒
船
が
来
て
ほ
し
い
」
と
い
う
投
稿

で
し
た
。
は
て
？
と
思
い
ま
す
。
幕
末
は
黒
船
が

き
て
、
日
本
が
動
き
出
し
ま
し
た
、
そ
れ
は
皆
さ

ん
の
方
が
ご
存
知
こ
と
と
思
い
ま
す
。
日
本
は
国

連
に
加
盟
し
理
事
ま
で
務
め
て
い
ま
す
、
統
合
失

調
症
は
国
連
規
約
に
登
録
し
て
、
審
査
を
受
け
て

い
ま
す
。
そ
の
一
次
審
査
の
回
答
を
問
題
に
し
て

い
ま
す
。
黒
船
は
既
に
来
て
い
ま
す
、
黒
船
を
待

つ
の
で
は
な
く
、
す
で
に
黒
船
の
先
の
先
の
戦
い

の
進
め
方
を
詰
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
は
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ど
う
戦
う
の
か
、
相
手
は
我
々

の
中
の
あ
る
、
日
本
人
の
「
人
間
の
権
利
と
は
？
」

と
の
問
い
か
け
と
変
化
を
勝
ち
取
る
気
概
が
試
さ

れ
て
い
る
と
、
思
い
な
が
ら
朝
の
散
歩
を
続
け
ま

す
。

理
事

大
山

竹
彦

４


	〈要望〉都は０才から１８才まで月五千円を支給している。これは所得補償である。全都に福祉手当の支給を要望する。



